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システム処理の範囲

包括保険登録等

輸出入申告

輸出入許可通知

輸出入申告

輸出入許可通知

海上貨物 航空貨物

船会社

船舶
代理店

コンテナ
ヤード

通関業者

保税
蔵置場

海貨
ＮＶＯＣＣ

通知等申告・届出等

航空会社

航空貨物
代理店

混載業者

保税
蔵置場

損害保険会社

包括保険登録等

海上システム
（ＮＡＣＣＳ）

航空システム
（ＮＡＣＣＳ）

各行政機関（税関、検疫所等）

通関業者

入出港業務等入出港業務等

許可情報配信 許可情報配信

損害保険会社

荷主

インボイス情報登録

機用品業者

許可情報配信
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輸出業務概要について
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輸出業務フロー（輸出ストレート貨物）
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出荷→空港搬入 搬入→搬出 搬入（航空会社引渡し）→搭載

EDC
輸出申告

保
税
蔵
置
場

通
関
業
者

CDB
輸出貨物
情報登録

代
理
店

BIL/BII
搬入確認登録

通関

航
空
会
社

搬入伝票
LDR情報

EXA
搬出確認登録

搬入伝票
LDR情報

EAC
輸出許可内容
変更申請

輸出許可
通知書 輸出許可内容

変更通知書

EDA
輸出申告
事項登録

搭載確認
通知

CLA/CLB/(CLE)
搭載完了(終了)

登録

BIL/BII
搬入確認登録

*許可・承認貨物
(輸出)情報

FLI
搭載便割当
情報登録

※併せ運送



輸出業務フロー（輸出混載貨物）
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出荷→空港搬入 搬入→ULD等積み付け→搬出 搬入（航空会社引渡し）→搭載

保
税
蔵
置
場

通
関
業
者

HDF
混載仕立情報登録

代
理
店

通関 / 混載仕立

航
空
会
社

MAF
輸出マニフェスト通関
申告許可内容変更申請

EAC
輸出許可内容
変更申請

CDB
輸出貨物
情報登録

搬入伝票
LDR情報

EDA
輸出申告
事項登録

EXA/EXM
搬出確認登録

搬入伝票
LDR情報

輸出許可内容
変更通知書

搭載確認
通知

CLA/CLB/(CLE)
搭載完了(終了)

登録

BIL/BII
搬入確認登録

BIL/BII
搬入確認登録

混
載
業
者

*許可・承認貨物(輸出)情報

EDC
輸出申告

MEC
輸出マニフェスト
通関申告 輸出許可

通知書

ULA/ULM
積付結果登録

FLI
搭載便割当
情報登録

※併せ運送



輸出貨物搬入確認登録（BIL業務）について
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■ 一括搬入確認登録(BIL業務)
- 搬入伝票（またはLDR）単位に搬入確認を行います。

- BIL業務により搬入伝票（またはLDR）に登録されている貨物情報を

呼び出した上、BIL01業務により実施します。

■ BIL業務の入力項目

BIL01業務へ
※簡易処理「Ｙ」以外の場合

簡易処理表示に「Y」フラグを立てると、
BIL01を展開せずに、搬入処理が可能となります。

（１）情報呼出しは、「ブランク」
（2）輸出貨物情報の呼出しを行わずに搬入を行う場合は、

「Ｙ」（簡易処理）または「O」（時間外搬入簡易処理）を入力
（3）簡易処理または「O」がエラーとなった場合は、発生した
エラー原因の除去後、処理対象外となった貨物から再度簡易
処理を行う時に、「Ｆ」（強制処理）を入力

（4）搬入識別が「Ｐ」、「Ｒ」の場合は、入力不可

（1）情報呼出しは、「ブランク」
（2）搬入すべき貨物をすべて保留する場合は、

「Ｐ」（搬入保留）を入力
（3）簡易処理または「O」がエラーとなった場合に、

簡易処理を使用せずに搬入処理を行う時には、
「Ｒ」（リカバリ処理）を入力

（4）簡易処理表示が「Ｙ」、「Ｆ」の場合は、入力不可

搬入

代理店 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＬ）

輸出貨物情報登録
（ＣＤＢ）

搬入確認登録
（ＢＩＬ/ＢＩＩ）

輸出申告
（ＥＤＣ）

搬出確認登録
（ＥＸＡ/ＥＸＭ）

搭載完了(終了)登録
CLA/CLB/(CLE)

航空会社航空会社



輸出貨物搬入確認登録（BIL業務）について

■ BIL01業務の入力項目
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搬入

一括搬入処理の対象外とした貨物について搬入確認を行う場合、個別搬入
確認（BII01業務）を行うこととなります。 後続の*BII01 （その2）参照

スペース：搬入確認
Ｘ：一括搬入処理対象外
Ｐ：搬入保留
＊：搬入不能（処理対象外）

貨物種別が「Ｒ」、「Ｔ」、「Ｏ」の場合は保税運送承認
番号または輸出許可番号を入力
Ｒ：未通関積戻し貨物
Ｔ：システム外許可済貨物
Ｏ：システム外許可済積戻し貨物



輸出貨物搬入確認登録（BII業務）について
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■ 個別搬入確認登録 (BII業務)
- 保税蔵置場への搬入確認を個別に行います。

- 輸出貨物情報の登録がない場合、本業務により貨物情報の作成を
行います。

- BII業務により登録済み※の貨物情報を呼び出した上、BII01業務に
より実施します。
※貨物情報の登録がない場合、単にBII01画面が展開します。

BII01業務へ

■ BII業務の入力項目
伝票種別に「Ｄ」または「Ｌ」が入力された
場合、伝票種別に該当する搬入伝票番号
またはＬＤＲ番号

スペース：マニュアルの搬入伝票
Ｄ：輸出貨物情報ＤＢに登録されている搬入伝票
Ｌ：輸出貨物情報ＤＢに登録されているLDR



輸出貨物搬入確認登録（BII業務）について

■ BII01業務の入力項目（BIIから呼出し）
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貨物情報が無い場合の登録では、「代理店欄」と「品名欄」に入力が無い場合、
EXA01業務の際、エラーとなりますのでご留意ください。(*AIB業務での訂正が必要。)

許可・承認等番号が５件を超える場合は、
その超過分の件数を入力
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ハンドキャリー（携帯品）の取扱いについて

EDA（輸出申告）共通部

CDB01（輸出貨物情報登録）

EXA（搬出確認登録（AWB・HAWB単位））

ハンドキャリー（携帯品）の
輸出通関業務を行う場合

CDB01

EDA

EXA01

荷主が空港まで貨物を持っていき、
税関に輸出許可証を提出することになります。

L：未ラベル貨物 を入力

Ｋ：携帯貨物 を入力

搬出先：ZZZZZ を入力
積込港：Z を入力
搬出区分：H：携帯貨物 を選択し
ます

CDB01業務後、蔵置場は搬入確認業務を実施
する必要があります。



輸出貨物搬出業務について
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搬出確認登録（EXA業務）について
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■ 搬出確認登録（AWB・HAWB単位）
- 入力されたAWB番号単位に搬出登録を行います。

- EXA業務により登録されている貨物情報を呼び出した上、

EXA01業務により実施します。

EXA01業務へ

■ EXA業務の入力項目

保税地域コードを入力

ＩＡＴＡ空港コードを入力
※所属する空港との関連がシステムに設定
されている場合は、入力省略可能

スペース：通常搬出
Ｊ：自社運送
Ｔ：保税運送（仮陸揚貨物）
Ｆ：不積返送
Ｒ：保税運送（積戻し貨物）
２：トランスファー（他航空会社への移動）
Ｄ：内貨引取
Ｈ：携帯貨物
Ｍ：滅却
Ｂ：亡失
Ｏ：その他
Ａ：未通関貨物搬出（輸出申告可能航空
会社保税蔵置場向け）



搬出確認登録（EXA業務）について

■ EXA01業務の入力項目
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搬出

搬入確認登録時に枝番搬入された貨物であっても、搬出個数は搬入枝番単位ではなく
蔵置個数で出力されます。(*B/L(AWB, HAWB)単位となる。)

搬出確認の処理対象外とする場合、
「Ｘ」を入力

搬出可能な個数を入力

代理店 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＬ）

輸出貨物情報登録
（ＣＤＢ）

搬入確認登録
（ＢＩＬ/ＢＩＩ）

輸出申告
（ＥＤＣ）

搬出確認登録
（ＥＸＡ/ＥＸＭ）

航空会社航空会社

搭載完了(終了)登録
CLA/CLB/(CLE)



搬出確認登録(EXM業務)について
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■ 搬出確認登録（MAWB単位）
- MAWB番号に関連付けられたHAWBについて、MAWB番号単位に搬出
登録を行います。

- EXM業務によりMAWB番号に関連付けされている貨物情報を呼び出し
た上、EXM01業務により実施します。

※ULDへ積み付けされている貨物は除く。

EXM01業務へ

■ EXM業務の入力項目

ジョイント混載貨物をジョイント業者ごとに
搬出する場合は、混載業を入力



搬出確認登録(EXM業務)について

■ EXM01業務の入力項目
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搬出

本業務でMAWBに係る貨物をすべて搬出した場合は、入力者及び搬出先
（出力する旨が登録されている航空会社）に対して、LDR情報を出力します。

搬出先が航空会社の場合、ＭＡＷＢ番号に登録
されている航空会社と同一であること。

スペース：通常搬出
Ｊ：自社運送
２：トランスファー（他航空会社への移動）

Ｘ：搬出確認の処理対象外とする場合に入力
Ｅ：搬出処理終了（入力した欄までを処理対象とする）
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照会業務（輸出）について
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ＩＧＳ（輸出貨物情報照会）入力画面

照会結果は次頁を参照

ＡＷＢ、ＨＡＷＢ、ＭＡＷＢまたは未ラベル番号を入力

スペース： 概要情報
ＳＭＲＹ： 概要情報
ＥＮＴＳ： 搬入伝票情報
ＢＮＤＩ： 搬入情報
ＢＮＤＯ： 搬出情報
ＢＯＮＤ： 蔵置情報
ＡＬＢＮ： 保税蔵置場情報
ＣＵＳＴ： 税関手続情報
ＰＯＲＴ： 空港情報
ＦＬＩＴ： 搭載情報
ＢＬＤＵ： ＵＬＤ積付情報
ＥＤＮＯ： システム外許可・承認番号情報
ＫＡＲＩ： 仮陸揚情報
ＨＩＳＴ： 履歴情報

（１）指定情報が「ＦＬＩＴ」（搭載情報）の場合は入力
（２）指定情報が「ＫＡＲＩ」（仮陸揚情報）で仮陸揚情報

の一般貨物を照会したい場合は入力

指定情報が下記の場合は保税蔵置場を入力
「ＢＮＤＩ」（搬入情報）
「ＢＮＤＯ」（搬出情報）
「ＢＯＮＤ」（蔵置情報）

輸出貨物情報照会（IGS）

利用可能者：
• 税関、航空貨物代理店、保税蔵置場
通関業、混載業、航空会社、輸出入者
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 IGS業務 概要情報（共通部上段）の照会出力項目

輸出貨物情報照会（IGS） ≪SMRY 概要情報①≫

 AWB番号等単位で概要情報の照会をする事ができます。

ＡＷＢ：ＡＷＢ
ＨＡＷＢ：ＨＡＷＢ
ＭＡＷＢ：ＭＡＷＢ
ＮＯＮＬ：未ラベル貨物

ＭＡＮ：手作業移行
ＳＴＰ：差止貨物
ＥＮＤ：全量搭載（搬出）完了済
ＣＬＲ：全量許可済
ＳＳＰ：訂正承認保留表示
ＣＨＧ：海上貨物から切替中

N :一般輸出貨物
R :積戻し貨物
K :仮陸揚貨物
C :社用品貨物
T :システム外許可済貨物

Ｊ：ジョイント混載

Ｉ：輸入からの移送貨物

輸出入者コード
法人番号
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 IGS業務 概要情報（共通部下段）の照会出力項目

輸出貨物情報照会（IGS） ≪SMRY 概要情報②≫

貨物識別がＨＡＷＢまたは
ＭＡＷＢの場合に出力
Ｔ：全量搭載完了済
Ｐ：一部搭載完了済

便名部６桁＋日付部５桁
(例：ABC001/01OCT)

照会貨物にかかる処理状況が時系列で表示
・最新更新業務 ： 業務コードを表示
・最新更新利用者 ： 利用者コードを表示
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輸出貨物情報照会（IGS） ≪SMRY 概要情報③≫

 IGS業務 概要情報（繰返部）の照会出力項目

＊：税関確認済
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輸出貨物情報照会（IGS） ≪ENTS 搬入伝票情報≫

 AWB番号等単位で搬入伝票情報の照会をする事ができます。

①ＣＤＢ等を分割で行った場合
は、枝番出力

②搬入予定個数と総個数が
同一の場合は、「００」を出力

Ｎ：一般輸出貨物
Ｒ：積戻し貨物
Ｔ：システム外許可済（一般）貨物
Ｏ：システム外許可済（積戻し）貨物
Ｋ：仮陸揚貨物

Ａ：一括搬入確認登録済
Ｐ：個別搬入確認登録済
Ｘ：一括搬入確認取消済

保税蔵置場への搬入時、申告
する旨が登録されている場合
は、「＊」を出力
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輸出貨物情報照会（IGS） ≪BNDI 搬入情報≫

Ｅ：搬入伝票番号
Ｌ：ＬＤＲ番号
Ｈ：引渡し貨物一覧表番号

Ｎ：一般輸出貨物
Ｒ：積戻し貨物
Ｔ：システム外許可済（一般）貨物
Ｏ：システム外許可済（積戻し）貨物
Ｋ：仮陸揚貨物

Ｉ：システム内からの搬入
Ｏ：システム外からの搬入

Ａ：一括搬入確認登録済
Ｐ：個別搬入確認登録済

０：申告前または許可済
１：申告中
２：許可後訂正要表示

０：バラ貨物
１：ＵＬＤ積付貨物

Ｓ：システム通関
Ｍ：マニュアル通関

システムによる分割不可で、マニュアル
分割を行い、その分、すべて許可された
旨（一括許可表示）が登録されている場
合は、「＊」を出力

＊：税関による確認が
行われている場合

 AWB番号等単位で選択した保税蔵置場の搬入情報の照会をする事
ができます。
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 AWB番号等単位で選択した保税蔵置場の搬出情報の照会をする事
ができます。

輸出貨物情報照会（IGS） ≪BNDO 搬出情報≫

Ｉ：システム内からの搬入
Ｏ：システム外からの搬入

N：一般輸出貨物
R：積戻し貨物
K：仮陸揚貨物
C：社用品貨物
T：システム外許可済貨物Ｉ：輸入からの移送貨物

Ａ：一括搬入確認登録済
Ｐ：個別搬入確認登録済
Ｘ：一括搬入確認取消

スペース：通常搬出
Ｊ：自社運送
Ｔ：保税運送（仮陸揚貨物）
Ｆ：不積返送
Ｒ：保税運送（積戻し貨物）
２：トランスファー（他航空会社への移動）
Ｄ：内貨引取
Ｈ：携帯貨物
Ｍ：滅却
Ｂ：亡失
Ｏ：その他
Ａ：未通関貨物搬出
（輸出申告可能航空会社蔵置場向け）

Ｅ：保税運送（仮陸揚貨物）
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輸出貨物情報照会（IGS） ≪BOND 蔵置情報≫

蔵置されているすべての貨物が積付
けられていない場合は「＊」を出力

訂正承認保留の旨が登録されている
場合は、「＊」を出力

 AWB番号等単位で選択した保税蔵置場の蔵置情報の照会をする事が
できます。
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システムに登録された当該保税蔵置場から
の貨物搬出（搭載）時刻を出力
（分割搬出（搭載）の場合は、最新の時刻を
出力）

当該蔵置場からの貨物搬出場合は、ＬＤＲ番号を出
力（分割搬出の場合は、最新のＬＤＲ番号を出力）

 AWB番号等単位で保税蔵置場毎の搬出入情報を照会する事ができます。

輸出貨物情報照会（IGS） ≪ALBN 保税蔵置場情報≫
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手続種別が以下の場合に事故貨物を出力
ＺＩＫ：事故承認
ＡＨＮ：貨物取扱届（内点）
ＡＨＧ：貨物取扱届（仕分け・仕合せの後）
ＡＨＺ：貨物取扱届（仕分け・仕合せの前）

（１）１～３桁目は手続種別コード
（２）４桁目には以下を出力

Ｂ：ＯＢＣ貨物
Ｓ：ＳＰ貨物（スモールパッケージ）
スペース：その他

＊：搭載確認済
（システム外積地のときは搬出

１：輸出許可内容変更申請事項登録がされている
２：輸出許可内容変更申請がされて承認前である
３：輸出許可内容変更申請承認済である
４：輸出取止め再輸入申告事項登録がされている
５：輸出取止め再輸入申告がされて許可前である
６：輸出取止め再輸入申告許可済である

 AWB番号等単位で税関手続情報を照会する事ができます。

輸出貨物情報照会（IGS） ≪CUST 税関手続情報≫

＊：輸出（積戻し）許可までに当該
申告貨物が検査指定有

【手続種別コード】
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Ｓ：当該空港でｽﾌﾟﾘｯﾄ貨物の場合

該当空港においてスプリット貨物の場合は、
搭載便数を出力

＊：当該空港で便割当が全量で行 われた場合

＊：当該空港で搭載完了の場合

 AWB番号等単位で各空港情報を照会する事ができます。

輸出貨物情報照会（IGS） ≪PORT 空港情報≫
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 AWB番号等単位で指定した空港の搭載情報を照会する事ができます。

輸出貨物情報照会（IGS） ≪FLIT 搭載情報≫

バラ貨物がある場合は、「＊」を出力 貨物識別がＭＡＷＢで、かつそのＭＡＷＢに要
搭確のＨＡＷＢが関連付けられている場合は、
「＊」を出力

以下をすべて満たす場合に「＊」を出力
（１）当該貨物がＭＡＷＢである
（２）ＭＡＷＢに要搭確のＨＡＷＢが関連付けられている
（３）要搭確のＨＡＷＢが、すべて搭載完了となっている
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未搭載の場合、「＊」を出力

CLA業務等搭載完了登録が
行われている場合「＊」を出力

輸出貨物情報照会（IGS） ≪BLDU ULD積付情報≫

 AWB番号等単位で積付したULD情報を照会する事ができます。
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直近

過去

過去100件まで照会可能となっております。

輸出貨物情報照会（IGS） ≪HIST 履歴情報≫

 AWB番号等単位で履歴情報を照会をする事ができます。
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保税蔵置場在庫状況照会（輸出）（IWH）の変更点①

実際の積込港と異なる空港地域への貨物の搬出は強制搬出を行うが、強制搬出を行うとＡＷＢ単位に保持する積込港の情
報がクリアされ、ＩＷＨ業務で積込港を指定した場合も貨物情報の照会が出来ないという事象がある。

ＩＷＨ業務で積込港に「XXX」を入力することにより、積込港がスペースの貨物だけを抽出して一覧照会結果を出力する。

搭載上屋
（Ａ／Ｌ：ＮＲＴ）

通関上屋

積込港：ＨＮＤ

強制搬出

積込港がＨＮＤとして登録された貨物をＮＲＴ
の搭載上屋へ搬出する

積込港：スペース

積込港がクリアされた状態となるため、
積込港を指定した抽出が不可となる

5次NACCSの場合

6次NACCSの場合

第6次NACCSでは、強制搬出により積込港がクリアとなっていた貨物を照会することが可能と
なります。

Attention！
第6次NACCS更改に伴うIWH業務

の仕様変更について
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ＩＷＨ 照会パターン番号「05」の場合（入力例）

航空会社「ＸＸ」の入力により、強制搬
出後の貨物のみを照会可能とする。
積込港「XXX」の入力により、強制搬出
後の貨物のみを照会可能とする。

積込港「XＸＸ」の入力により、強制
搬出後の貨物のみを照会可能とする。

保税蔵置場在庫状況照会（輸出）（IWH）の変更点②

照会パターン毎の入力項目はNACCS掲示板のIWH「概要」、「入力項目」を確認してください。

ＩＷＨ 入力項目表



輸出貨物取扱業務について
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AHS
輸出貨物取扱登録
（仕分け）

保税蔵置場等に蔵置されている輸出貨物（積戻し貨物含む）について、「改装」及び「仕分
け」を行う場合に登録する。
取消 しを行う場合は「輸出貨物扱取消（AHC） 」業務で行う。

AHT
輸出貨物取扱登録
（仕合せ）

保税蔵置場等に蔵置されている輸出貨物（積戻し貨物含む。）について「仕合せ」を行う場
合に登録する。
取消 しを行う場合は「輸出貨物扱取消（AHC） 」業務で行う。

CCH
輸出貨物取扱確認登録

｢輸出貨物取扱登録(仕分け)(AHS)｣業務または｢輸出貨物取扱登録(仕合せ)(AHT)｣業務の
入力者が保税蔵置場で仕分け･仕合せ作業等を行った場合に、保税蔵置場により、その取
扱いを確認した旨を登録する。

AHC
輸出貨物取扱取消

通関業等により行われた「輸出貨物取扱登録（仕分け）（ＡＨＳ）」業務または「輸出貨物取
扱登録（仕合せ）（ＡＨＴ）」業務を取り消す場合に行う。

AHN
輸出貨物取扱登録
（内容点検）

保税蔵置場等に蔵置されている貨物について、「内容点検」及び「その他の手入れ」を行う
場合に登録する。
本業務による取消しは税関または保税蔵置場がＡＨＮ０１業務から行う。

AHU
輸出貨物情報仕分け登録

情報仕分けの対象となる輸出貨物情報を呼出し、搬入単位の分割を行う。
訂正、削除の場合は、再度、本業務または「輸出貨物情報仕合せ登録（ＡＨＶ）」業務を行う。

AHV
輸出貨物情報仕合せ登録

保税蔵置場に蔵置されている貨物について、搬入単位と異なる単位で「輸出申告（ＥＤＣ）」
業務を行う場合に、搬入単位の統合を行う。
訂正、削除の場合は、再度、本業務または「輸出貨物情報仕分け登録（ＡＨＵ）」業務を行う。
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蔵置中の保税貨物に行う各種業務一覧(輸出)
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AHS（輸出貨物取扱登録（仕分け））

（１）取扱種別が「Ｓ」の場合
仕分け後の貨物数（１～８）を入力

（２）取扱種別が「Ｄ」の場合
仕分け後の貨物数（２～８）を入力

取扱種別が「Ｒ」の場合、
貨物取扱番号を入力

取扱種別が「Ｓ」の場合で、
仕分けを行う貨物が輸入
貨物であれば「Ｉ」を入力

AHS（輸出貨物取扱登録 （仕分け）呼出し） 入力画面

（１）仕分後貨物の個数を入力
（２）取扱種別が「Ｒ」の場合、入力貨物取扱番号
で登録されている取扱情報の仕分後貨物の個数
を入力

（１）仕分後貨物の重量を入力
（２）取扱種別が「Ｒ」の場合、入力貨物取扱番号で登
録されている取扱情報の仕分後貨物の重量を入力
（３）整数部６桁、小数部１桁

（１）仕分後貨物の品名を入力
（２）取扱種別が「Ｒ」の場合、入力貨物取扱番号で登録
されている取扱情報の仕分後貨物の品名を入力

AHS01（輸出貨物取扱登録 （仕分け）） 入力画面

①１業務で入力可能な仕分け後の
AWB件数は最大８件となります。
②１AWB番号に付与する枝番は、
本業務を行う以前に登録されてい
る搬入単位と合わせて最大４０とな
ります。（40件を超える搬入情報は
登録できません）

以下の場合は、入力不可
①仕分後貨物識別が「Ｌ」の場合
②取扱種別が「Ｓ」以外の場合

①枝番付きでないこと
②ＡＷＢの場合は、ＡＷＢ番号を
１１桁以内で入力
③ＨＡＷＢの場合は、ＨＡＷＢ番
号を１６桁以内で入力

取消を行うには、保税業者が
AHC（輸出貨物取扱取消）業
務を行ってください。

Ｓ：他貨物への変更、仕分け（ラベルチェンジ）
Ｈ：個数の変更
Ｄ：同一貨物内の仕分け
Ｒ：時間延長

取扱種別が「Ｓ」の場合、
仕分け後の貨物識別を入力
Ａ：ＡＷＢ
Ｈ：ＨＡＷＢ
Ｌ：未ラベル貨物



AHT（輸出貨物取扱登録（仕合せ））
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AHT（輸出貨物取扱登録 （仕合せ）呼出し） 入力画面

Ｔ：他貨物との仕合せ
Ｄ：同一貨物内の仕合せ
Ｒ：時間延長

取扱種別が「Ｒ」以外の場合は、
仕合せ元の貨物数（２～８）を
入力

AHT01（輸出貨物取扱登録 （仕合せ）） 入力画面

（１）取扱種別が「Ｔ」の場合、仕合せ後の貨物個数を入力
（２）取扱種別が「Ｄ」の場合、仕合せ元の個数を合計して入力
（３）取扱種別が「Ｒ」の場合、入力貨物取扱番号で登録されて
いる取扱情報の仕合後貨物の個数を入力

（１）取扱種別が「Ｔ」の場合、仕合せ後の貨物重量を入力
（２）取扱種別が「Ｄ」の場合、仕合せ元の重量を合計して入力
（３）取扱種別が「Ｒ」の場合、入力貨物取扱番号で登録されて
いる取扱情報の仕合後貨物の重量を入力
（４）整数部６桁、小数部１桁

①１業務で入力可能な仕分け後の
AWB件数は最大８件となります。

②１AWB番号に付与する枝番は、本
業務を行う以前に登録されている搬入
単位と合わせて最大４０となります。
（40件を超える搬入情報は登録できま
せん。）

取消を行うには、保税業者が
AHC（輸出貨物取扱取消）業
務を行ってください。

Ａ：ＡＷＢ
Ｈ：ＨＡＷＢ
Ｌ：未ラベル貨物

取扱種別が「Ｒ」の場合は、
貨物取扱番号を入力

仕合後貨物識別が「Ｌ」の場合、
入力不可

①枝番付きでないこと
②ＡＷＢの場合は、ＡＷＢ番
号を１１桁以内で入力
③ＨＡＷＢの場合は、ＨＡＷＢ
番号を１６桁以内で入力

（１）仕合後貨物の品名を入力
（２）取扱種別が「Ｒ」の場合、入力貨物取扱番号で登録されて
いる取扱情報の仕合後貨物の品名を入力



輸出貨物取扱確認登録について

■ 輸出貨物取扱確認登録
- 貨物取扱番号から輸出貨物取扱情報を呼び出し、結果確認の登録を
行います。

- CCH業務で貨物情報を呼び出した上、CCH01業務により登録します。
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保税蔵置場により取扱結果確認の後、後続業務を行うことができます。
輸出許可済貨物での実施では、通関業者の許可内容変更申請が必須になります。

取扱い

保
税
蔵
置
場

通
関
業
者

CCH01
輸出貨物

取扱確認登録

CCH
輸出貨物

取扱確認登録
呼出し

EDC
輸出申告

AHS/AHT
輸出貨物
取扱登録

貨物取扱結果
確認情報

取扱い控

取扱い控

仕合せ後 3個

仕合せ元 ・・・・

登録された取扱い内容と、取扱い後の
実際の貨物状態を確認します。



CCH01業務へ

CCH（輸出貨物取扱確認登録）
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■ CCH業務の入力項目

取扱い確認を行う取扱番号を入力



CCH（輸出貨物取扱確認登録）
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（総）個数・（総）重量・品名・事故の各項目は、変更表示を差異あり「Y」とした
場合にのみ変更することができます。

取扱い

■ CCH01業務の入力項目
入力された貨物取扱番号で登録されている
取扱情報ＤＢの内容と確認内容が異なる場合に
「Ｙ」（差異あり）を入力

仕分けの場合は仕分け元のAWB情報が出力される。
仕合せの場合は仕合せ後のAWB情報が出力される。
※呼出しを行った場合

仕分けの場合は仕分け後のAWB情報が出力される。
仕合せの場合は仕合せ元のAWB情報が出力される。
※呼出しを行った場合



AHC（輸出貨物取扱取消）
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＜本業務が行える期間＞
ＡＨＳ業務またはＡＨＴ業務が行われてから、ＣＣＨ（輸出貨物取扱確認登録）業務が行われる前まで行うことが
できます。

本業務を行うことにより、輸入または輸出貨物情報の状態をＡＨＳ業務またはＡＨＴ業務が行われる以前の状態
に戻すことができます。

AHC（輸出貨物取扱取消） 入力画面

取消しを行う貨物取扱
番号を入力



AHN（輸出貨物取扱登録（内容点検））
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AHN（貨物取扱登録（内容点検）呼出し）入力画面

内容点検またはその他の手入れの種別を入力
Ｙ： 内容点検
Ｎ： その他の手入れ

他所蔵置場所に蔵置されている場合は、
入力必須

内容点検等を取り消す
場合は「Ｙ」を入力

内容点検等を取り
消す場合必須入力

AHN01（貨物取扱登録（内容点検））入力画面

本業務の取消しはAHN01業
務で「取消表示：Y」を入力す
ることにより行います。
（取消は、蔵置場が行うことと
なります）

対象外とする場合は、先
頭３桁に「ＸＸＸ」を入力



AHU（輸出貨物情報仕分け登録）
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AHU（輸出貨物情報仕分け登録呼出し）入力画面

情報仕分けの対象となる貨物が蔵置
されている保税蔵置場を入力

（１）情報仕分け数を入力
（２）２～１６まで入力可

（１）情報仕分けの対象となるＡＷＢ（ＨＡＷＢ）番号を入力
（２）分割搬入されている場合は、枝番も併せて入力

本業務は、貨物が搬入されてから、
ＥＤＣ業務が行われる前まで行うこと
ができます。

AHU（輸出貨物情報仕分け登録）入力画面

EDC
EDC

１件のAWB番号で蔵置
されている貨物を複数
に分けて申告したいと
きなど。

情報仕分け元ＡＷＢ番号に特殊貨物記号が登録
されている場合は、情報仕分け後の少なくとも１欄
には特殊貨物記号を入力



AHV（輸出貨物情報仕合せ登録）
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AHV（輸出貨物情報仕合せ登録）入力画面

本業務は、貨物が搬入されてから、ＥＤＣ業務が
行われる前まで行うことができます。

AWB番号に枝番が
付されている貨物を
１件で申告したいと
きなど。

EDC

AWB番号
/03

AWB番号
/04

AWB番号
/05

情報仕合せの対象となる貨物が
蔵置されている保税蔵置場を入力

（１）情報仕合せ数を入力
（２）２～１６まで入力可

情報仕合せの対象となる
枝番を入力

（１）情報仕合せの対象と
なるＡＷＢ（ＨＡＷＢ）番号
を入力
（２）枝番入力は不可



輸入業務概要について
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輸入業務フロー（輸入ストレート貨物）

入港前 到着・取卸（搬入）→搬出 搬出

保
税
蔵
置
場

通
関
業
者
等

OUT
搬出確認
登録

搬入→蔵置

ACH11/ACH
AWB情報
登録

PKG
貨物確認
情報登録

OUT
搬出確認
登録

BIN
搬入確認
登録

航
空
会
社

IDC
輸入申告

通関

OLT
保税運送
申告

ADM01
積荷目録
事前報告

保税蔵置場

航空会社蔵置場等

*許可・承認
貨物

EPK
貨物確認

情報終了登録

EAW
AWB情報
終了登録 FLT 

SUMMARY

FLT 
SUMMARY

許可・承認
通知

EAWは便単位での全AWB
突合後、入力可能となる

突合
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AWB突合後、OLT・IDC等
後続手続きが可能

保税運送
承認通知



PKG
貨物確認
情報登録

MIC
輸入マニフェスト
通関申告

輸入業務フロー（輸入混載貨物）
入港前 到着・取卸（搬入）→搬出 搬出

保
税
蔵
置
場

通
関
業
者
等

OUT
搬出確認
登録

保税蔵置場

搬入→混載仕分→蔵置

ACH11/ACH
AWB情報
登録

OUT
搬出確認
登録

BIN
搬入確認
登録

航
空
会
社

IDC
輸入申告

通関

HPK
混載貨物

確認情報登録

ADM01
積荷目録
事前報告

OLT
保税運送
申告 保税運送

承認通知
HCH

HAWB情報
登録混載業

※便単位の扱いは前頁の通り

突合

許可・承認
貨物情報

許可・承認
通知

突合
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HDM01
積荷目録
事前報告
（ハウス）

航空会社蔵置場等



貨物確認情報登録（PKG業務）について

■ PKG業務の入力項目

輸入申告の予備申告（Ｚ申告）、または保税運送申告自動起動（UDA01業務
でのULDインタクト貨物対象）が登録されている場合、本業務の入力により
輸入申告の本申告または保税運送申告が自動起動します。
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PKG

ULD収容
ULD貨物でのPKG登録の場合、

ACH登録を行った到着空港
コードを入力

ULD表示
（１）UDA業務で仕分けたULD
インタクト貨物の場合は、
「Ｉ」を入力

（２）UDA業務で仕分けたバラ
貨物の場合は、「Ｌ」を入力

（３）ULDの場合は、「K」を入力

事故コード(業務コード集参照）を入力
（１）複数の事故がある場合は、代表とするものを入力
（２）税関届出を必要とする事故は、先頭１桁目に「Ｚ」を
入力

（３）税関届出を必要としない民間の事故は、入力自由
（４）ＵＬＤまたはＵＬＤインタクト貨物の場合は、入力不可

航空会社 保税蔵置場 通関業者保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＮ）

ＡＷＢ情報登録
（ＡＣＨ）

貨物確認情報登録
（ＰＫＧ）

貨物確認情報終了登録
（ＥＰＫ）

混載貨物確認
情報登録
（ＨＰＫ）

輸入申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場保税蔵置場

保税運送申告
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

保税蔵置場



貨物確認情報終了登録（EPK業務）について

■ 貨物確認情報終了登録業務
- 貨物確認情報の１便分の入力が終了した旨を登録します。

- EPK業務により実施します。

■ EPK業務の入力内容
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各蔵置場のEPK登録の都度、航空会社へ貨物確認終了情報（PKG END 
NOTICE）が配信される。航空会社は、配信情報を元に1便単位での貨物
確認情報の終了を判断しEAWを登録、各蔵置場へフライトサマリーが配信
される。（全B/L突合済みでないとEAW入力時エラー）

終了表示
「Ｅ」を入力
※貨物種別ごとに終了の登録を行う。

航空会社 保税蔵置場 通関業者保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＮ）

ＡＷＢ情報登録
（ＡＣＨ）

貨物確認情報登録
（ＰＫＧ）

貨物確認情報終了登録
（ＥＰＫ）

輸入申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場保税蔵置場

保税運送申告
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

保税蔵置場

混載貨物確認
情報登録
（ＨＰＫ）



混載貨物確認情報登録（HPK業務）について

■ 混載貨物確認情報登録業務
- 保税蔵置場は、混載仕分けの結果（個数・事故の有無等）をMAWB
単位にHPK業務にて登録。

- スプリット到着の場合、HPK業務は到着便毎に登録する。
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■ HPK業務の入力内容

HAWB番号での確認個数を必須入力

HAWB番号を入力
※入力内容を無効にする場合は先頭３桁に「ＸＸＸ」
を入力する。

※MAWBにかかる全ＨＡＷＢ情報を入力した場合、
「END」を入力

航空会社 保税蔵置場 通関業者保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＮ）

ＡＷＢ情報登録
（ＡＣＨ）

貨物確認情報登録
（ＰＫＧ）

貨物確認情報終了登録
（ＥＰＫ）

混載貨物確認
情報登録
（ＨＰＫ）

輸入申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場保税蔵置場

保税運送申告
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

保税蔵置場



蔵置場Ａ 蔵置場Ｂ

輸入貨物の搬出入について
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保
税
蔵
置
場

通
関
業
者

IDC
輸入申告

OLT
保税運送
申告

OUT
搬出確認
登録

OUT
搬出確認
登録

BIN
搬入確認登録

（システム内運送）

許可承認
通知

保税運送
承認通知

通
関
業
者

■ 輸入貨物搬出入業務
・保税蔵置場への搬入及び搬出した旨を登録します。

- OUT：保税蔵置場から搬出された旨登録します。

- BIN ：システム内保税蔵置場から保税運送された貨物が搬入された旨

登録します。



搬入確認登録（BIN業務）について

■ 搬入確認登録（システム対象内保税運送）業務
- システム対象内保税蔵置場から保税運送申告等、または貨物移動

情報の登録がされた貨物の搬入確認は BIN業務により行います。
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■ BIN業務の入力内容

入力後送信すると、次のBIN01画面へ展開

搬入確認を行う対象貨物の保税運送申告番号を入力

誤った情報が登録されてしまうのを防ぐ為、直接BIN０１業務にて登録を行わ
ずに、BIN業務にてAWB情報等を呼び出してから登録を行ってください。

注意

航空会社 保税蔵置場 通関業者保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＮ）

ＡＷＢ情報登録
（ＡＣＨ）

貨物確認情報登録
（ＰＫＧ）

貨物確認情報終了登録
（ＥＰＫ）

輸入申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場保税蔵置場

保税運送申告
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

保税蔵置場

混載貨物確認
情報登録
（ＨＰＫ）



搬入確認登録（BIN業務）について

■ BIN01業務の入力内容
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BOND IN STATUS INFORMATION

（SAMPLE ） 搬入状況通知情報

保管料の無料期間を適用する場合は、
航空会社コードを入力

発送個数と到着個数が異なる場合に
到着個数を入力。
また、事故欄にも該当コードを入力
→ 搬入状況通知情報(AAS0110)が
入力者と税関へ配信される。

搬入確認を行うＡＷＢ番号が間違いなく
入力されているか確認してください。
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搬出確認登録（OUT業務）について

■ 搬出確認登録業務
- 保税蔵置場から搬出した旨を登録します。

- 搬出の取消は本業務により行います。

■ OUT業務の入力内容

（１)時間外の場合：Ｏ（オー）
（２）深夜割増料金の追加対象：N １またはスペース：ＣＲＥＤＩＴ

２：ＣＡＳＨ
３：ＦＲＥＥ

① ③②

システムで蔵置料計算採用の蔵置場では①③は必須、②④は任意入力
※蔵置料計算を行わない場合は、入力不要

COPY

参考： 便利機能
必須箇所を空白にした場合、上位欄の「J1FB3」を
自動コピー

④

搬出の取消しを行う場合は、「Ｘ」を入力

「F」を入力した場合
①CUR01業務により登録された蔵置料金請求先が自動補完される。
②①以外の場合は輸入申告または保税運送申告等を行った申告者
が自動補完される。

参考： 便利機能
必須箇所を空白にした場合、上位欄の「J1FB3」を自動コピー

変更箇所

航空会社 保税蔵置場 通関業者保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＮ）

ＡＷＢ情報登録
（ＡＣＨ）

貨物確認情報登録
（ＰＫＧ）

貨物確認情報終了登録
（ＥＰＫ）

輸入申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場保税蔵置場

保税運送申告
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

保税蔵置場

Attention！
第6次NACCS更改（CUR業務

追加）に伴うOUT業務の一部

仕様変更箇所について

混載貨物確認
情報登録
（ＨＰＫ）
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蔵置場１

ＢＩＬＬ
ＴＯ ＩＫＮＡＣ

引き取り

ＨＡＷＢ
情報登録
ＨＣＨ０１

混載貨物確認
情報登録
ＨＰＫ

保税運送
申告

ＯＬＴ０１

搬出確認
登録
ＯＵＴ

搬入確認
登録

ＢＩＮ０１

輸入申告変更
事項登録
ＩＤＡ

輸入申告

ＩＤＣ

搬出確認
登録
ＯＵＴ

蔵置場１でＯＵＴ業務前にＣＵＲ０１業務でＩＫＮＡＣを登録した例

蔵置場2

ＢＩＬＬ
ＴＯ ＩＫＮＡＣ

※蔵置場２の蔵置料金をIJNAC（CUR01で設定した請求先とは別）宛に請求する場合は、
①蔵置場１をOUT後CUR01でIJNACの登録をすることで対応。
②蔵置場２でOUT業務実施時にIJNACを入力することで対応。

第6次NACCSでは、OUT業務を実施する前までにCUR01業務を実施することで、請求先の入力を簡略化できます。

ＣＵＲ０１

IKNAC

保税運送

蔵置料金請求先登録（CUR01業務）①

・適用する蔵置場からのＯＵＴ前までに登録
・貨物情報登録後から任意のタイミングで登録可能
・帳票反映は業務実施後から
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注意
CUR01業務で「蔵置料金請求先」を登録するには、保税蔵置場が事前に保税蔵置場別クレジット扱業者登録
（UBC業務）で蔵置料金支払いをCREDITで行う利用者の利用者コードを登録しておく必要があります。

登録内容の訂正を行う場合
CUR業務で該当AWB番号の呼出しを行い、蔵置料金請求先に「訂正後のコード」を入力し送信（上書き）する。

登録内容の取消しを行う場合
CUR業務で該当AWB番号の呼出しを行い、 「Ｘ」を入力する。

000 12341234 000 98765432IKNAC ZKNAC

蔵置料金請求先登録（CUR01業務）②

同一業務画面でAWB30件分の請求先登録が可能。
AWB番号ごとに蔵置料金請求先コードの入力を行う。



BAS業務実施
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■ 蔵入等航空貨物到着確認業務
- 航空貨物においてシステムで併せ運送兼用で行われた、(1)蔵入承認申請、(2)移
入承認申請、(3)総保入承認申請、(4)展示等申告について蔵入等先保税地域を管
理する利用者が到着確認した旨を登録します。

申告等番号を入力

・従来、該当貨物の到着確認は、税関でのCAS業務により登録されていました。
・BAS業務の新設により、税関に加えて、民間利用者でも到着確認が実施可能です。
・BAS/CAS業務による到着確認業務の実施履歴をIAW業務で照会できます。

航空貨物

蔵入承認申請等
（併せ運送兼用）

運送元 到着地

航空貨物

～参考～
・BAS業務は、搬入先の「保税蔵置場」 「航空会社」「機用品業」で実施可能。
・BAS業務は、輸入貨物情報がシステムから削除された後も実施可能（輸入申告DBのみチェックするため。）
・貨物情報の保存期間：BAS/CAS実施日から日祝除く7日
・輸入申告情報の保存期間：BAS/CAS実施日から日祝除く4日

蔵入等航空貨物到着確認（BAS業務） 【新規業務】
Attention！
2018/12/20実施のプログラム変更にて新設

税関に
到着確認依頼

CAS業務実施

税関

民間利用者

民間利用者で
到着確認を実施
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照会業務（輸入）について
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ＩＡＷ（輸入貨物情報照会）入力画面

照会結果は次頁を参照

ＡＷＢ番号、ＨＡＷＢ番号、ＭＡＷＢ番号、ＵＬＤ番号、
またはシステム外搬入貨物番号を入力

入力がない場合は、概要情報を照会する
ＳＭＲＹ： 概要情報
ＦＬＴＩ： 到着便情報
ＢＮＤＩ： 貨物搬入情報
ＢＯＮＤ： 保税蔵置場情報
ＢＮＤＯ： 貨物搬出情報
ＬＯＣ： ロケーション情報
ＢＢＭ： 混載仕分情報
ＰＥＲＭ： 手続諸届許可承認情報
ＳＨＩＰ： 荷送受人情報
ＨＩＳＴ： 履歴情報

到着便情報照会[FLTI]以外の場合は入力不可
到着空港：取卸港単位照会
ＳＴ： 到着時刻の昇順照会
？： 到着便名不明照会

（１）ロケーション情報照会の場合は、保税蔵置場を必須入力
（２）ロケーション情報照会以外の場合は、入力不可

 個数・重量・仕出地等の主要項目、通関状況及び保税蔵置場への搬出
状況等を、AWB番号等単位に照会できます。

利用可能者：
• 税関、航空貨物代理店、保税蔵置場、通関業
混載業、航空会社、機用品業、輸出入者(※)
※輸出入者の場合は、輸入申告済の貨物で
且つ申告した輸入者コードと利用者コードに
設定した輸入者コードが同一である事

輸入貨物情報照会（IAW）
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民間事故コードを出力

AWB： ＡＷＢ番号
HAWB： ＨＡＷＢ番号
MAWB： ＭＡＷＢ番号
ULD： ＵＬＤ番号
OTHER：（ｼｽﾃﾑ外搬入貨物）

S: ｽﾌﾟﾘｯﾄ
F: ｽﾌﾟﾘｯﾄﾌﾙ(全量到着済み)

社用品の登録がされて
いる場合は、「Ｖ」を出力

税関届出事故コードを出力
（税関が確認済の場合は、
１桁目に「＊」を出力）

D： 輸入申告等の申告・申請中
P： 輸入申告等の許可承認
M: マニュアル許可承認

移動差止の旨が登録されている場合は、
｢＊｣を出力、STP登録者である担当税
関利用者コードを出力

輸入貨物情報照会（IAW）≪共通部≫

 個数・輸入貨物情報照会（IAW） 照会結果

SHIP（荷送受人情報） ・HIST（履歴情報）除く共通項目
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輸入貨物情報照会（IAW） ≪SMRY 概要情報①≫

■ AWB番号等単位で概要情報の照会をする事ができます。
IAW業務 概要情報（上段）の照会出力項目

１：突合済
２：訂正保留のもの
３：原因調査中のもの

*：ＣＡＩ輸入貨物情報DBに
保留の旨が登録されたもの

１：仮陸揚貨物で、輸入貨物情報ファイルに未
突合又は不突合で輸出へ移送された場合

２：仮陸揚貨物で、輸入貨物情報ファイルに突
合済で輸出へ移送された場合

*：税関によりCAI業務が行われたもの

Ｔ ：運送中
＊ ：搬入済
スペース：蔵置中

CO：当該空港揚貨物
TR：仮陸揚貨物
TI：マル仮貨物
TT：仮・仮貨物
TS：機移し貨物

K：マル仮、仮･
仮貨物
T：TACM貨物
H：他空港向一
括保税運送仮
陸貨物
M：機移し貨物

*： 輸入貨物情報ＤＢの到着便
情報にＡＷＢ予備情報
の旨が登録されている
場合は、「＊」を出力

IAW 2019年3月17日のプログラム変更後に「予備情報表示」欄に出力される内容が
「M」（積荷目録事前報告情報）から「*」（AWB予備情報）へ変更しました。
ADM01業務の実施有無については業務履歴を確認してください。
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ＩＣ ：輸入申告（申告納税） ＦＣ ：輸入申告（少額関税無税）
ＢＰ ：ＢＰ承認申請 ＩＳ ：蔵入承認申請
ＩＭ ：移入承認申請 ＩＡ ：総保入承認申請
ＩＧ ：展示等申告 ＩＳＷ：蔵出輸入申告（申告納税）
ＩＭＷ：移出輸入申告（申告納税） ＩＡＣ：総保出輸入申告
ＨＫ ：輸入（引取）申告 ＨＫＡ：特例委託輸入（引取）申告
ＨＴ ：輸入（引取・特例）申告 ＨＴＡ：特例委託輸入（引取・特例）申告
ＴＫ ：特例申告 ＴＫＡ：特例委託特例申告
ＩＴ ：一括特例申告 ＩＴＡ：特例委託一括特例申告 etc

U:予備申告(税関空港で貨物引取本申告自動起動)
S:予備申告(空港貨物の集積場所で貨物引取本申告自動起動)
Z:予備申告(貨物搬入時本申告自動起動）
T:予備申告（本申告手動起動）
J：予備申告（貨物到着前自動起動）
H:予備申告後等の本申告
N:通常申告及び申告変更

D：KAM業務での同一許可内運送
S：KAM業務での総合保税地域内運送
A：特定保税運送
H：包括保税運送に係る個別運送がある場合

輸入貨物情報照会（IAW） ≪SMRY 概要情報②≫

 IAW業務 概要情報（下段）の照会出力項目

照会貨物にかかる処理状況が時系列で表示
・最新更新業務 ： 業務コードを表示
・最新更新利用者 ： 利用者コードを表示
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輸入貨物情報照会（IAW） ≪FLTI 到着便情報≫

■ AWB番号等単位で到着便の情報を照会する事ができます。

S: ｽﾌﾟﾘｯﾄ
F: ｽﾌﾟﾘｯﾄﾌﾙ(全量到着済み)

NACCSに登録されている有効な到
着便情報の数を出力。
（マル仮、仮・仮または機移し貨物
の到着便情報を除く)

IAW 2019年3月17日のプログラム変更後に「予備情報表示」欄に出力される内容が
「M」（積荷目録事前報告情報）から「*」（AWB予備情報）へ変更しました。
ADM01業務の実施有無については業務履歴を確認してください。
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同じ蔵置場であっても、
搬入単位で別表示され
ます。

 AWB番号等単位で搬入状況を照会をする事ができます。

Ｉ： システム内搬入
Ｏ：システム外搬入

輸入貨物情報照会（IAW） ≪BNDI 貨物搬入情報≫
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蔵置場単位での搬出入
状況を表示

 AWB番号等単位で蔵置状況を照会をする事ができます。

輸入貨物情報照会（IAW） ≪BOND 保税蔵置場情報≫
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同じ蔵置場であっても、
搬出単位で別表示

Ｔ: 運送中
＊： 搬入済
△： 申告許可後の搬出

I： システム内保税蔵置場への搬出
O： システム外への搬出
TI: 他空港向一括保税運送によるシステム

内保税蔵置場への搬出
TO：他空港向一括保税運送によるシステム

外への搬出

 AWB番号等単位で搬出状況を照会をする事ができます。

保税運送申告貨物 ：保税運送申告番号を出力
輸入許可後搬出貨物 ：輸入申告番号を出力

輸入貨物情報照会（IAW） ≪BNDO 貨物搬出情報≫



PKG / HPK / OIN / BIN01 / LOA業務で登録されたロケーションが表示されます
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到着便単位（搬入単位）

Ｍ：ロケーションを手作業で管理する
場合

＊：入力者の管理する保税蔵置場に
蔵置されていない場合に出力

ロケーション管理された貨物の到着便名
の便名部、日付部、空港コードを出力
便名部６桁+日付部５桁＋空港コード３桁

LOC

 AWB番号等単位で搬出状況を照会をする事ができます。

輸入貨物情報照会（IAW） ≪LOC ロケーション情報≫



(システム通関） （許可承認) （貨物取扱）
IC :輸入申告 CRF:外貨機用品積込承認(個別) MKC:輸入（引取)許可 KRR:仮陸揚届 RSH:積戻し申告
IS :蔵入申請 SEN:外貨船用品積込承認 TAS:他所蔵置許可 OLI:保税運送申告(ｼｽﾃﾑ内) BSW:MAWB仕分
IM :移入申請 UＢＩ:別送品輸入許可 HAK:廃棄届受理 OLO:保税運送申告(ｼｽﾃﾑ外) NAI:貨物取扱(内容点検)
IA :総保入申請 MIC:輸入許可(一般) MEK:滅却承認 TKY:貨物取扱許 SWK:貨物取扱(改装仕分)
MIP:輸入ﾏﾆﾌｪｽﾄ通関申告 BIC:輸入許可(AWB) BOU:亡失届受理 SYU:税関内収容 ESW:貨物取扱(ﾗﾍﾞﾙﾁｪﾝｼﾞ)
KC :輸入引取申告 MBP:輸入許可前引取承認 OLM:保税運送承認
CIS:機用品蔵入申請 MIS:蔵入承認 GNS:現場収容

MIM:移入承認 OTH:登録情報削除容認
MIA:総保入承認 MHN:見本持出許可
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＊：手続の取消をした場合
Ｈ：包括保税運送に係る個別運送
A：特定保税運送
D：KAM業務による同一保税地域内運送
S：KAM業務による総合保税地域内運送 下記、税関手続き種別コード参照※ 手続許可承認番号を出力 （保税

運送承認番号、貨物取扱番号等）

※税関手続き種別コード一覧

OLT申請での税関審査登録
（CET）内容を出力

手続等諸届許可承認情報を出力
前８桁：許可承認年月日
後４桁：許可承認時刻を出力

 AWB番号等単位で保税運送申告や貨物取扱等の税関手続状況

（輸入申告等を除く）を照会をする事ができます。

輸入貨物情報照会（IAW） ≪PERM 手続諸届許可承認情報≫
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輸入貨物情報照会（IAW） ≪HIST 履歴情報≫

直近

過去

過去100件まで照会可能と
なっております。

■ AWB番号等単位で履歴情報の照会をする事ができます。

IAW 2019年3月17日のプログラム変更後に「予備情報表示」欄に出力される内容が
「M」（積荷目録事前報告情報）から「*」（AWB予備情報）へ変更しました。
ADM01業務の実施有無については業務履歴を確認してください。



輸入貨物取扱業務について
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CHS
貨物取扱登録
（改装・仕分け）

保税地域に蔵置されている貨物に対して関税法第40条第1項に基づく改装・仕
分け、またはスプリット情報仕分けを行う。
本業務を行った場合は、取扱保税蔵置場の管理者により「貨物取扱確認登録
（改装・仕分)(CFS）」業務が必要となる。
また、本業務で登録した情報の取消しは、取扱保税蔵置場の管理者が本業務
で取消しを行うことができる。

CFS
貨物取扱確認登録
（改装・仕分け）

「貨物取扱登録（改装・仕分）（CHS）」業務により改装・仕分けまたはスプリット
情報仕分けされた貨物の取扱確認を行う。
また、CHS業務により仕分けた件数の変更を行う。

CHN
貨物取扱登録
（内容点検）

保税地域に蔵置されている貨物について、関税法第40条第1項に基づく「内容
点検」「その他の手入れ」を行う場合に本業務により必要事項を登録する。

CHC
貨物取扱取消
（内容点検）

CHN業務で行った登録の取消しを行う。

CHT
貨物取扱登録
（特殊貨物）

※蔵置料金計算を行う保税蔵置場が利用する業務となる。
エサの供給、運動等を必要とする動物またはドライアイスの供給が必要な要冷
蔵貨物についての取扱作業を通関業等から依頼されている場合に登録を行う。
また、本業務で登録済の取扱情報の取消しを行う。
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蔵置中の保税貨物に行う各種業務一覧（輸入）



CHS（貨物取扱登録（改装・仕分））
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CHS01（貨物取扱登録 （改装・仕分）） 入力画面

CHS（貨物取扱登録 （改装・仕分））呼出し 入力画面

スペース：改装･仕分け
Ｓ：情報仕分け
Ｒ：時間延長
Ｘ：取消し

S:情報仕分けの場合は、仕分け親の貨物の蔵置個数と等しいこと

入力した仕分数より実際に仕分けした貨物の件数が少ない場合
は、無効としたい欄に「Ｅ」を入力
（入力した欄以降はCHS業務処理対象外となる。）

「X：取消し」は、蔵置場のみ登録可能です。
（他所蔵置場所の場合は、税関）

改装･仕分けの場合は、２以上を入力
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CHS（貨物取扱登録（改装・仕分））

仕分けマスタの貨物 = 000
仕分け親の貨物 = 001

仕分け子の貨物 = 002

仕分け子の貨物 = 003

仕分け子の貨物 = 004

1. 入力された仕分数より仕分け子枝番を払いだします。１件の貨物に対して仕分けできる件数
は９９９件までとなります。ただし、情報仕分けの場合は、１件のみの仕分け子枝番の払い出
しとなります。

2. 仕分け子枝番は、既に払い出されている最大枝番の次の番号を連番で払い出します。
（CHSで取消を行った場合も同様です。）

仕分け登録は９回まで可能と
なります。

＜レベル１＞ ＜レベル２＞ ＜レベル３＞ ・・・・＜レベル９＞

仕分けを繰り返すことで仕
分けのレベルが１つずつ加
算されていきますが、レベ
ルの最大値は「９」までとな
ります。

CHS業務により払い出される枝番について



CFS（貨物取扱確認登録（改装・仕分））
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CFS（貨物取扱確認登録 （改装・仕分））呼出し 入力画面

CFS01（貨物取扱確認登録 （改装・仕分）） 入力画面

（１）仕分数に増分がある場合に入力
（２）「０」は入力不可
（３）増加仕分数が登録されている場合は、入力不可
（４）情報仕分けの場合は、入力不可

情報仕分けの場合は、ＣＨＳ業務で入力された個数と等しいこと

（１）ＣＨＳ業務により仕分けられた数より、実際の仕分数が少な
かった場合は「Ｅ」を入力（入力した欄はCFS処理対象外となる）

例：当初3件に仕分けする予定が、2件となった場合、
３行目終 了欄に「E」入力

（２）情報仕分けの場合は、先頭欄に入力不可

（１）仕分数に増分がある場合に入力
（２）「０」は入力不可
（３）増加仕分数が登録されている場合は、入力不可
（４）情報仕分けの場合は、入力不可



CHN（貨物取扱登録（内容点検））/CHC（貨物取扱取消（内容点検））

75

CHN（貨物取扱登録 （内容点検）） 入力画面

・｢内容の点検」とは、貨物を開披してその内容品の品質若しくは数量を点検し、またはその機能について簡単な点検を行うことをいう。
・「その他の手入れ」とは、貨物の記号、番号の刷換えその他貨物の現状を維持するために行うさびみがき、油さし、虫ぼし、風入れ、
洗浄及びワックスかけ等をいう。

CHNで払い出された貨物取
扱番号を必須入力

CHC（貨物取扱取消 （内容点検）） 入力画面

行ったCHNを
取り消すには…

取消しを行うAWB番号を
必須入力

内容点検を行うAWB番号を
必須入力

Ｙ:内容点検の場合
Ｎ:その他の取扱いの場合



CHT（貨物取扱登録（特殊貨物））
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CHT（貨物取扱登録 （特殊貨物）） 入力画面

Ｉ：ＩＣＥ（ドライアイスを投入する必要のあるもの）
Ａ：ＡＶＩ（犬、猫、猿等の動物の場合で、エサの投入または運
動等を必要とするもの）
Ｏ：ＯＴＨＥＲ（上記以外のもの、例えば消毒等を必要と
するもの）

スペース：登録
Ｃ：取消し

（１）ドライアイスまたはエサの量を入力
（２）区分が「Ｒ」の場合は、入力不可
（３）取扱貨物の種類が「Ａ」の場合で、か
つ区分がスペースの場合は、必須入力

（１）動物の運動及び小屋清掃要の場合は、「Ｒ」を入力
（２）（１）の場合は、取扱貨物の種類が「Ａ」であること
（３）取扱貨物の種類が「Ａ」の場合で、かつ区分がスペース
の場合は、投入量に入力があること

おなじ保税蔵置場に対して複数回登録を行う場合
は、先に登録されている種類と、同じ種別の登録
のみとなります。違う種別の入力を行うとエラーと
なります。

＜取扱関連計算処理について＞

次の計算処理の結果を登録しておくことで、OUT（搬出確認登録(一般) 時に出力される「請求書･領収書･計算書情報」に反映され
ます。
①動物の運動等の取扱累積個数の計算
②ドライアイス詰替累積個数の計算
③実費累積値の計算
実費の計算（投入量×単価）を行いその値を加算する。

④取扱重量の計算処理

蔵置料金計算を行う保税蔵置場が利用する業務です。



AHD
貨物取扱許可申請

保税蔵置場等に蔵置されている貨物について「見本の展示」、「簡単な加工」及び「その他こ
れらに類する行為」を行う場合は、本業務により貨物取扱許可申請を行う。

AHI
貨物取扱結果通知
（貨物取扱許可申請）

「貨物取扱許可申請（ＡＨＤ）」業務で登録された取扱いについて、取扱いが終了した旨を通
知する。

AHH
貨物取扱許可申請取消

システムにより行われた貨物取扱許可申請の取消し、または許可の取消しを行う。

MMA
見本持出許可申請

貨物情報が登録されている貨物を見本として一部持出す場合に申請する。
関税法基本通達32-3に規定する包括許可に係る申請はMMAの対象外であり、マニュアル
による申請を行う。
見本持出申請を行った場合、簡易審査扱い（区分1）の場合は即時に、また、書類審査扱い
（区分2）の場合は、税関による見本持出審査終了（MME）業務により、見本持出許可通知
情報が配信される。第6次NACCSより持出先の入力可能桁数が140桁になりました。

MMO
見本持出確認登録

MMA業務にて許可となった見本を保税地域等から一時持出した場合は、MMO業務にてそ
の旨を登録する。
MMA業務による持出期間終了日の2日後に情報が削除されるため、以降はMMOが実施で
きなくなる点に留意する。
本業務は任意業務であるが、管理統計資料「貨物取扱等一覧データ」の一時持出年月日
に出力する必要がある場合、必須業務となる。MMO業務の取消しは、MMO業務で実施する。

MMC
見本持出取消

MHA業務を行った利用者が、税関の許可前にあらかじめ税関保税担当部門に申し出た後
行う。
許可後の場合は、「NACCS登録情報変更願」を税関へ提出し、税関が取り消すこととなる。
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蔵置中の保税貨物に行う各種業務一覧（輸出入共通）



AHD（貨物取扱許可申請）
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AHD（貨物取扱許可申請）入力画面 Ｉ： 輸入貨物
Ｅ： 輸出貨物（仮陸揚貨物、積戻し貨物を含む）

Ｆ： 見本の展示
Ｇ： 簡単な加工（例示あり）
Ｈ： 簡単な加工（例示なし）
Ｊ： その他これらに類する行為

数量単位コード
ＫＧＭ： キログラム
ＬＢＲ： ポンド

取扱保税蔵置場に蔵置されている個
数以下であること

整数部６桁、小数部３桁

KGM、LBRの単位以外の入力も可能ですが、搬入
業務で入力可能な単位はKGM、LBRのみのため
上記以外の単位を入力してしまうと本来の数量単
位と異なることとなってしまいます。
上記いずれかの単位で入力してください。

※ここでの入力結果は、管理資料
「航空輸出貨物取扱等一覧データ（ABT6300）」、
「航空輸入貨物取扱等一覧データ（ABS7000）」に
反映されます。



AHI（貨物取扱結果通知）/AHH（貨物取扱許可申請取消）
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AHI（貨物取扱結果通知）入力画面

９： 通知の場合
１： 取消しの場合

「貨物取扱許可申請（ＡＨＤ）」業務で登録された取
扱いについて、取扱いが終了した旨を通知します。
また、当該通知を取り消す場合もこの業務を行いま
す。
なお、本業務は貨物取扱許可申請を行った利用者
への通知が必要な場合に行うこととなります。

AHH（貨物取扱許可申請取消）入力画面

システムにより行われた貨物取扱許可申請の取消し
を行います。
この業務を行うことができるのは、「貨物取扱許可申
請（ＡＨＤ）」業務を行った利用者となります。



MMA（見本持出許可申請）
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MMA（見本持出許可申請）入力画面

（１）持出しする見本の価格を入力
（２）通貨種別コードが「ＪＰＹ」以外の場合は、

小数点以下第２位まで入力可
（３）通貨種別コードが「ＪＰＹ」の場合は、

小数点以下入力不可

Ｉ： 輸入貨物
Ｒ： 輸出貨物（積戻し未通関貨物）

ＫＮＰ： 荷主検品
ＦＯＤ： 他法令該当（食品衛生法）
ＬＡＷ： 他法令該当（食品衛生法以外）
ＯＴＨ： その他

（１）他所蔵置場所に蔵置されている場合は、必須入力
（２）税関官署を入力する場合は、蔵置場所の管轄税関

官署と同一税関内の税関官署を入力
（３）入力が省略された場合は、蔵置場所を管轄する税関

官署を処理対象とする

持出しする見本の重量または容積を
入力（整数部６桁、小数部３桁）

見本持出許可申請を行うと、システムは申請を「簡易審査扱い」または「書類審査扱い」のいずれかに選定します。

「簡易審査扱い」に選定された申請は即時に許可となります。「書類審査扱い」に選定された申請は、税関が行う「見本持出
許可申請審査終了（ＭＭＥ）」業務により許可となります。その際、保税蔵置場へ「見本持出許可貨物情報（AAL5120）」が出
力されます。

Attention！
第6次NACCS更改に伴うＭＭＡ業務
の仕様変更について

「持出先」欄に全角70桁の日本語入
力を可能とする。



MMO（見本持出確認登録）
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MMO（見本持出確認登録）入力画面

９： 一時持出
１： 一時持出の取消し

「見本持出許可申請（ＭＭＡ）」業務により登録され許可となった見本を一時持出した場合に、その旨を登録する業務
です。
一時持出した旨を取り消す場合も本業務で行うことができます。

本業務は任意業務となりますが、管理資料「航空輸入貨物取扱等一覧データ」または「航空輸出貨物取扱等
一覧データ」上に見本持出年月日を出力する必要がある場合は必須業務となります。

業務可能期間は、次のいずれかに該当する日から２日間（日祝除く）となります。
①許可（簡易審査扱い）となった持出期間終了年月日
②「見本持出取消（MMC）」業務を行った日
③税関で「見本持出許可申請審査終了（MME）」業務が行われた場合、持出期間終了年月日



MMC（見本持出取消）
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MMC（見本持出取消）入力画面

申請の取消しを行うには、あらかじめ税関に申し出てから行う必要があります。

MMA（見本持出許可申請）でシステ
ムから払い出された見本持出許可
申請番号を入力

MMA（見本持出許可申請）の許可前は申請者がMMC（見本持出取消）を行うことができますが、
許可後は税関がMMC（見本持出取消）を行うこととなります。
MMCが行われると保税蔵置場へ「見本持出取消通知情報（AAL51４0）」が出力されます。

入力された見本持出許可申請番号に対する「見本持出確認登録（MMO）」業務がされていると取
消しを行うことができません。この場合、訂正業務がありませんので、訂正を行う場合は取消後に
再度申請を行う必要があります。



NACCSの利用について
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保存サーバ

保税蔵置場等

再取出し期間：配信
日を含めて62日間

「管理資料再出力依頼（DLH01)業務」
（新規オンライン業務）

保税管理資料
情報

NACCS

サービス利用
開始日から
５年間保存

保税蔵置場等

保税管理資料
情報

【取出要求】

※電磁的記録による保存
保税台帳として保存
（通常2年間）

通
常
時

再
取
出
し

保
存
サ
ー
ビ
ス
利
用

保税管理資料
情報

【取出要求】

保税蔵置場等
取出し期間：配信日を
含めて7日間

① S13 航空輸出貨物取扱等一覧データ（日報） ABT6300
② S14 航空輸出貨物搬出入データ （日報） ABT6400
③ T19 航空輸入貨物搬出入データ （日報） ABS6900
④ T20 航空輸入貨物取扱等一覧データ（日報） ABS7000

☆保税台帳として利用可能な管理資料情報

※電磁的記録による保存を行う場合には、事前に管轄税関への届け出が必要となります。

管理統計資料について
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○ 取出し済みの管理資料は、以下の手順で展開および確認が可能です。

①「フォルダ参照」タブの
「管理資料電文」をクリック

③管理資料電文を表計算ソフトで開く
（画面はMicrosoft社のMS-Excelで展開したもの）

②管理資料電文が保存されているフォルダが開く
開きたいファイルをダブルクリックし展開

管理統計資料の取出し～展開について

管理資料は社内で確実な管理を
お願いいたします。
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① パッケージソフトの上部メニューから、管理資料取り出しをクリックします。

② 取出、または再取出したい管理資料を☑選択。

取出した後は「状態」欄が
「取得済み」に変わります

・管理資料の通常取出は、配信日を含めて７日間（土
日祝日を含む）の保存期間中に一度のみ可能です
・７日間経過後は、管理資料情報の再取出にて取得し
ます（配信日を含めて62日間）
・保税管理資料保存サービスを追加お申込みされてい
るお客様は ５年間保存とし、オンライン業務（DLH01）
により必要な期間の資料取出しが可能です

管理統計資料の取出し～展開について

・取出したい管理資料をチェックします
・チェックをまとめて行いたい場合は、
右クリックしサブメニューを利用します

③ 「取得」ボタンをクリック。

○ 定期的に配信される管理資料は、以下の手順で取出します。

Attention！
第6次NACCS更改後は、月報管理資料のうち、以下
の管理資料の配信日を「毎月1日」に統一します。

G03:保税運送申告一覧データ
G04:貨物取扱等実績データ
G06:船積確認事項登録実績データ
G11:卸コンテナリスト取扱件数管理データ
G12:積コンテナリスト取扱件数管理データ
H01:輸出申告一覧データ
H02:輸出貨物許可承認等実績データ
I51:輸入申告一覧データ
I52:輸入貨物許可承認等実績データ
T07：医薬品医療機器等輸入報告品目一覧表

※出力先に保税蔵置場が含まれるのはG03、G04、G06
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管理統計資料の活用（保税台帳の作成について）

NACCSの管理資料を活用し、保税台帳として取扱うことができます。

留意事項

・マニュアル処理された場合、従来どおり別途保税台帳に記帳する必要があります。
・電磁的記録により保税台帳を保存する場合、事前に税関への届出が必要となります。
具体的な取扱は管轄税関の保税部門にご確認ください。

さらに、保税管理資料保存サービスも提供しています。

保税管理資料データの取出し期間（保存期間）を
5年間（通常は62日間）とするサービス
「保税管理資料保存サービス」を提供しています。
※ご利用にはあらかじめ利用契約の変更手続きが必要となります。
《ご利用料金》 １利用者コード毎に月額1,000円

NACCS

NACCSホスト
利用者側システム

電子的記録

により保存

業務処理

搬出入データ

特定の期間中に保税蔵置場より全量搬出のあった
輸出入貨物の搬出入データ、貨物取扱及び見本持出
のデータを保税蔵置場単位に蓄積し、管理資料（CSV
形式）として毎週特定の曜日に提供

【G01 輸入貨物搬出入データ】
前週中に保税地域より搬出のあった輸入貨物の搬出入データを保税地

域単位に出力する。なお、搬出取消しのあった輸入貨物のデータも出力する。

【G02 輸出貨物搬出入データ】
前週中に保税地域より搬出(船積み含む。以下同様)のあった輸出貨物の
搬出入データを保税地域単位に出力する。なお、搬出取消しのあった輸出
貨物のデータも出力する。

【G05 貨物取扱等一覧データ】
前週中に貨物取扱登録、貨物取扱許可された貨物の取扱等一覧データを保
税地域単位に出力する。また、見本持出許可申請または見本持出確認登録
が行われた貨物においては、一定期間経過後に保税地域単位に出力する。

【S13 航空輸出貨物取扱等一覧データ】
前日中に貨物取扱登録(仕分け及び仕合せの場合を除く)、貨物取扱許可され
た輸出貨物の取扱等一覧データを保税蔵置場単位に出力する。また、見本持
出許可申請または見本持出確認登録が行われた貨物においては、一定期間経
過後に保税蔵置場単位に出力する。

【S14 航空輸出貨物搬出入データ一覧】
前日中に保税蔵置場より搬出入のあった輸出貨物のデータを保税蔵置場単
位に出力する。なお、搬出取消しや訂正のあった輸出貨物のデータも出力する。

【T19 航空輸入貨物搬出入データ一覧】
前日中に保税蔵置場より搬出入のあった輸入貨物のデータを保税蔵置場単
位に出力する。なお、搬出取消しや訂正のあった輸入貨物のデータも出力する。

海上貨物関連 管理資料情報名 航空貨物関連 管理資料情報名

【T20 航空輸入貨物取扱等一覧データ 】
前日中に貨物取扱登録(改装・仕分けの場合を除く)、貨物取扱許可された輸
入貨物の取扱等一覧データを保税蔵置場単位に出力する。また、見本持出許
可申請または見本持出確認登録が行われた貨物においては、一定期間経過後
に保税蔵置場単位に出力する。

保税管理資料保存サービスの詳細につきましては、NACCS掲示板より
ご確認ください。
NACCS掲示板 > NACCS業務仕様・関連資料 > 各種資料 > 保税
管理資料保存サービス関連資料



保税管理資料保存サービスについて
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業務
仕様書
番号

管理資料名 出力情報コード 周期 備考

1 T19 航空輸入貨物搬出入データ（航空） ABS6900 日報

2 T20 航空輸入貨物取扱等一覧データ（航空） ABS7000 日報

3 S13 航空輸出貨物取扱等一覧データ（航空） ABT6300 日報

4 S14 航空輸出貨物搬出入データ（航空） ABT6400 日報

5 G01 輸入貨物搬出入データ（海上） SBS1400 週報 月曜日配信

6 G05 貨物取扱等一覧データ（海上） SBS1700 週報 火曜日配信

7 G08 輸入貨物コンテナ関連データ（海上） SBS1800 週報 月曜日配信

8 G02 輸出貨物搬出入データ（海上） SBT0200 週報 火曜日配信

9 G09 輸出貨物コンテナ関連データ（海上） SBT0500 週報 火曜日配信

利用可能業種：CY、保税蔵置場、航空会社、機用品業

保税管理資料を5年間保存します！！

「１利用者コード」ごとに月額1,000円で

【お申込み方法】
利用申込の入力例（変更申込）｜「14. 保税管理資料保存サービスの変更」をご参照のうえ、NSS
（NACCSサポートシステム）よりお申込ください。

https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/nss/nyuuryokurei_henko.html
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見本持出許可後に「見本持出取消（MMC）」業務が実施された場合は、新規項目に見本持出許可取消年月日を出力する。

5次NACCSの貨物取扱等一覧データ

第6次NACCSでは、MMC（見本持出取消）業務の履歴が管理資料「Ｓ１３ 航空輸出貨物取扱等一覧
データ」及び「Ｔ２０ 航空輸入貨物取扱等一覧データ」に反映されます。

Attention！
第6次NACCS更改に伴う管理資料出力項目の追加について

6次NACCSの貨物取扱等一覧データ

管理統計資料の変更点について
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NACCSのサポート体制のご案内

クイックメニューの閲覧は次ページを参照

クイックメニューは、業務分野ごとに「業務仕様書」「FAQ（よくある
問合せ）」「NACCS業務資料」等を集約し、お客様が日々の業務で
使う情報へのリンクをページ内に設定しています。
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NACCSのサポート体制のご案内

ピックアップメニューから閲覧
したい情報にアクセスすること
が可能です。

業務フロー内の業務コードをクリックすることで選択した業務コードの仕様書や
入力項目を確認できます。ページ下部では業務コード集や原産地証明書識別、
業務エラーメッセージ集を確認できるようリンクしています。
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サポート体制

 お問い合わせ窓口

事務所 電話番号 FAX番号 運営時間

ヘルプデスク 0120-794550 0120-794-529 終日

ＮＡＣＣＳセンターではヘルプデスクを開設し、24時間・365日体制で問い合わせ対応を行っています。
ヘルプデスクでは、お客様がご利用されるＮＡＣＣＳ掲示板に掲載しているコンテンツのご案内を始
めとして、お客様からのお問い合わせ対応による経験と実績を基に、ＮＡＣＣＳのシステム、パッケージ
ソフト及びネットワーク並びに利用申込手続き等について、お客様からの電話等でのお問い合わせに
おける初期対応を担当しています。

NACCSのサポート体制のご案内


